
千葉市技術系業務説明会
～道路部について～

令和６年３月８日

千葉市建設局道路部
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自己紹介
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建設局土木部

花見川・稲毛土木事務所維持建設課

建設局土木部維持管理課

（現：土木管理課）

建設局道路部道路建設課

◆大学は土木工学科
学部卒で建設会社入社
いろいろあって・・・

平成２2年度入庁◆

２年

３年

建設局道路部街路建設課

財政局資産経営部契約課

４年

管理部門

計画部門

事業部門

事業部門

建設局外

３年

２年

道路部 街路建設課
主任技師



建設局道路部道路建設課 建設班（現在）
主な業務
・道路の新設及び改築工事
・交通安全施設等の整備
・自転車走行環境の整備

自己紹介
道路部 道路建設課 技師
✿令和４年度入庁 (新卒・入庁２年目)

都市局都市部都心整備課 管理班（1年）
主な業務
・千葉駅周辺の活性化事業（イベントなど）
・所管する施設や土地の維持管理業務



本日の説明内容
千葉市の道路整備方針（10分）

道路部の紹介（5分）

仕事内容紹介（10分）

質疑応答（５分）

質問は随時、チャットで受付。質疑応答の時間で回答。

聞けなかったことは、懇親会で聞くこともOK！
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千葉市の道路整備方針
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千葉市の管理道路
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習志野市

船橋市

八千代市

千葉市は政令指定都市！
⇒千葉県から土木や都市計画における様々な権限が譲渡されている！

道路
種別

千葉市 （例）船橋市

国道 一部千葉市
国道126号・51号

国土交通省

県道 千葉市 千葉県

市道 千葉市 船橋市
千葉市内は基本
千葉市権限

広域的
施策

基礎的
施策

政令指定都市
千葉市の

強み

国道・県道
千葉市外にも影響

市道
千葉市内を充実

（県道）
千葉市管理
千葉県管理



千葉市の道路整備の基本方針
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千葉中環状道路

広域ネットワークの整備
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市内のネットワークの整備

地域拠点間の交流・連携強化の為、

拠点連絡道路の整備を進める。
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！市内を充実化！



ボトルネックの解消

10！渋滞をなくしてストレスフリー！



道路の質の向上
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！車以外にも優しい道！



交通需要の調整
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！交通量をコントロール！



道路部の紹介
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土木職の仕事（道路部の役割）

建設（つくる）維持管理（まもる）

計画（考える）①道路計画課

②道路建設課
③街路建設課

④自転車政策課
（自転車関係に限る）
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【道路計画課】

道路整備計画の策定及び推進

企画班 広域的な道路ネットワークの計画やボトルネック（渋滞の起因）等
になっている踏切除却計画策定

計画班 道路整備等に活用する国からの補助金に係る連絡・調整・事務手続
き

調整班 道路工事着手までの協議や調整、また都市計画道路の整備実施に伴
う事務手続き、および計画道路区域内における建築制限などの指
導・相談

広域道路
政策室

国道整備に係る国との連絡・調整・事務手続き
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【道路建設課】（道路事業）
用地班 道路に係る用地の取得、補償に関する事務

建設班 道路の新設、拡幅整備に係る設計や、施工管理等の監督業務
自転車走行環境の整備・駐輪場の整備

工務班 千葉市の施設に係る土木工事の設計や、施工管理等の監督業務

用地班 都市計画道路に係る用地の取得、補償に関する事務

建設班 都市計画道路の新設および改築に係る設計や、施工管理等の監督業
務

特定街路
整備班

新港横戸町線及び関連事業、塩田町誉田町線（塩田町区間）、磯辺
茂呂町線（園生町区間）に係る調整及び建設

【街路建設課】（街路事業）

道路等整備の推進 17



【自転車政策課】
企画整備
班

自転車を利用するにあたり必要な条例・規則等のルール策定、自転
車利用促進の企画・立案

駐車対策
班

自転車の駐車場や保管場の維持管理や、放置自転車に関する事務手
続き

自転車に関する条例・規則・計画の策定

および維持管理
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道路事業と街路事業

道路事業（道路建設課） 街路事業（街路建設課）

• 道路法に基づく事業
• 道路法による道路が対象

• 事業認可の必要なし
• 「土地収用法事業認定」のハー
ドルが高い

• 建築制限なし

• 都市計画法に基づく事業
• 都市計画法により都市計画決定
された都市計画道路が対象

• 事業認可を受けて行う
• 認可を受けることで「土地収用
法事業認定」の手続きが不要

• 都市計画決定された区域は建築
の制限を受ける

⇒都市計画決定されていない道路は道路法による事業しか出来ない。
⇒都市計画決定されている都市計画道路でも道路法による事業はできる。

根拠法令・細かい事務手続き等は異なるが、

整備の手法は基本一緒

ざっくり説明！
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私の仕事紹介
建設課道路建設課



【道路整備の流れ】 道路ができるまで…

設計
土地の測量や道路の構造について
検討し、設計します。
警察や鉄道事業者、水道、ガス会社
などと調整していきます。

用地買収・補償
用地の担当者と共に地権者へ
整備内容の説明を行います。

工事の施工・完成
工事を発注して、設計どおり
出来ているか確認しながら
現場監督をします。

供用開始！
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 基本的に関係する会社へ業務を委託

 関係する様々な会社の仕事を確認し、各々を繋げて、最初から
最後までコントロールする「指揮者」のような役割を担う

仕事の内容 関係する会社

計画する 土木コンサルタント

測量する 測量会社

地盤（土）を調査する 地盤（土質）調査会社

設計する 土木コンサルタント

建設する 建設（土木）会社

・・・・・など

大切なのはマネジメントスキル！
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整備内容説明の様子
地権者の方や地域の皆様に分かり
やすく説明し、道路の必要性を理
解して頂くことが大切です。
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現場監督業務の様子

業務の簡素化から現場へ行かず、
遠隔で確認することもあります。

受注業者がオーダー通りに整備し
ているか現場にて確認します。
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(主)穴川天戸線（県道７２号線）
歩道整備事業

千葉市花見川区畑町地内

宮野木JCT

工事箇所

JR新検見川駅



歩道が無いため危険！

施工前

(主)穴川天戸線（県道７２号線）
歩道整備事業

施工後

安全に歩行できるように！



私の仕事紹介
街路建設課
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（都）塩田町誉田町線(塩田町地区)

中央区塩田町地内

事業箇所

国
道
357

号

国
道
16

号
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（都）塩田町誉田町線(塩田町地区)

内房線を跨ぐ橋の下部工を

造ってるんだ！

千葉市に来ればこんな仕事も出来るよ
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（都）塩田町誉田町線(塩田町地区)

施工中はこんな感じだ！

杭打ち 鉄筋組立

Co打設

白メットは市職員
他部署を呼んで
現場研修したり
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（都）塩田町誉田町線(塩田町地区)

今年度はP2橋脚、P4橋脚の

工事が完了した！

来年度も立ち上げるよ
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（都）南町宮崎町線

買収した用地を道路にするため

工事発注し、工事中は現場確認！

工事前と工事後の状況だ

着手前 完成後
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（都）南町宮崎町線

道路が出来た部分と

これから道路を造る部分！

何年もかけて造っていくぞ
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（都）幕張本郷松波線（弥生町地区）

この路線は現道を拡幅する形の

都市計画道路だ！

工事前と工事後の状況だ

工事中 暫定供用
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（都）幕張本郷松波線（弥生町地区）

供用開始

道路が完成し供用開始！
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新しい道路を造ってて、なんか楽しそうだな～

でもね、工事を発注するまでには長い年月を

実際、工事に携わると楽しいぞ！

要するんだ！
設計して、協議して、用地買収して、なが～い

期間を要するし、楽しいことも辛いこともあるからね

ただね、楽しくても辛くても、我々の全ての仕事は
市民の為に繋がるという強い気持ちを持つことが

大事だと思うよ



道路整備事業のやりがい

自分が携わった業務の数々が「道路」という形になって残り、
それをたくさんの人が利用する
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土木職公務員が考える、
千葉市の魅力とは！

千葉県で唯一の政令指定都市
道路整備によって、市民だけでなく、市外の人々に影響
を与えるような事業成果を得ることができる

（都道府県の側面）

一方で、市民と直接向き合い、市民に身近な事業を行う
ことができる

（市町村の側面）
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質疑応答
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以上、ご清聴ありがとうございました。


